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論 文 内 容 の 要 旨
肝切除に於ける肝実質切離時の出血制禦ならびに残存肝切離面の止血を確実にする術式として, 肝の切
除予定区域を支配する脈管から, 分子量 4000 と 1500 を4 : 1の重量比で混合調製した混合 carbow ax を
60oC に加温溶融して注入し, その区域の肝実質内に潜透凝固させ, 切除予定肝区域を生体固定して, 戟
荏)肝切離面に固定肝実質を層状に残置せしめて肝切除を実施するという新たな着想の方法を創案し, ウサ
ギを対象に本術式による肝切除時の止血効果を検討した｡
1) 経胆管枝注入実験 : 胆管右前実技にポリエチレン管を挿入, 同時に肝動脈および門脈の右前葉枝
を遮断し, ポリエチレン管より carbow ax を注入, 5 - 10分後に固定された胆嚢 ･下大静脈線より右側の
肝価域を, 断端に固定実質層を約 1 cm 残して, 切除した｡ carbow ax の流入が充分な例では肝切除時の




2) 経門脈枝注入実験 : 経胆管注入実験と同じ肝領域の門脈枝に挿管して carbow ax を注入し肝切除




3) 経肝静脈注入実験 : 右前菓外側の血液を潅流する肝静脈を下大静脈との合流部で露出し, その肝




4) いずれの実験例においても, 残存肝断端部に残置せしめた固定肝実質層は容易に脱落せず, 後出血
および胆汁漏出は認められなかった｡ 術後 1 - 2 週間は練粉状の壊死組織が付着しており, 4 - 6 週に至
っても猶壊死層の付着を認めるが, 肝実質との問に灰自分界肉芽が形成され, 術後12週以上の長期観察例
では断端に壊死層は存在せず, 強固な硝子化せる結合織で被覆されていた｡
5) 術後経過を追って測定した諸種肝機能検査において, 血清蛋白値, A /G 比, 血清コレステリンエ





論 文 ､審 査 の 結 果 の 要 旨
肝切除に際して, 肝切離面からの出血を防止するためには従来からも種々の方法が工夫されている｡
著者は安全に確実に止血を行なうため, ウサギを対象として肝の切除区域を支配する胆管枝から, 混合
carbow ax を 60oC に加温溶融して注入し, その区域の肝実質内に溶透凝固させ, 注入後 5 ないし10分で
この部を, 切断端に固定実質層を約 1cm 残して切除するという新しい方法を創案し, これに検討を加え
た ｡






以上より, 本法は生体におよぼす影響が軽微で, 出血防禦にも有効な方法と考えられ, 注入物質の改良
により臨床的応用も期待できる｡
本論文は学術上有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
- 439 -
